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１台風の概況



◆台風の概況

【台風の進路等】 ８月２９日14時時点（14時45分発表）

【都の今後の天気】 ８月２９日１１時発表

【気象台コメント】8月29日 11時27分
・台風は、２９日は九州北部地方を北上し、その後、進路を
東よりに変えて、３１日にかけて西日本を東へ進む見込み
・台風の動きが遅いため、西日本を中心に長い時間にわたっ
て、猛烈な風や非常に強い風が吹いて大しけが続き、総雨量
が多くなる見込み ※気象庁ホームページより

種別 台風

強さ －

中心気圧 990hPa

最大風速 20m/s

最大瞬間風速 30m/s

31日09時の予報

強さ 台風

大きさ －

中心気圧 990hPa

最大風速 20m/s

最大瞬間風速 30m/s

1日09時の予報

強さ 台風

大きさ ー

中心気圧 994hPa

最大風速 18m/s

最大瞬間風速 25m/s

2日09時の予報

強さ 台風

大きさ ー

中心気圧 994hPa

最大風速 18m/s

最大瞬間風速 25m/s

3日09時の予報
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種別 台風

強さ －

中心気圧 975hPa

最大風速 35m/s

最大瞬間風速 50m/s 

29日14時実況



２被害状況等



◆被害状況等

【気象状況（特別警報のみ）】
・暴風特別警報 ８月28日13時00分 発表 鹿児島県(全域※奄美地方を除く)⇒29日10時30分 暴風警報に切替

・波浪特別警報 ８月28日13時00分 発表 鹿児島県(鹿児島市等) ⇒29日10時30分 波浪警報に切替

・高潮特別警報 ８月28日16時20分 発表 鹿児島県(阿久根市等) ⇒29日10時30分 高潮注意報に切替

【主な被害状況】令和６年８月29日(木)14時00分総務省消防庁発表

都道府県 人的被害 住家被害

北海道 － 床下浸水16棟

岩手県 － 床上浸水６棟、床下浸水14棟

神奈川県 － 床下浸水３棟

愛知県 死者３人、重傷１人、軽傷１人 全壊１棟

鳥取県 － 一部破損１２棟

【停電の状況】※８月29日15時38分時点（1,000戸以上）

・鹿児島県＝約182,050戸, 宮崎県＝約15,880戸, 熊本県＝約12,830戸, 長崎県＝約10,970戸,福岡県＝約3,440戸, 

大分県 ＝約3,340戸 , 佐賀県＝約1,180戸
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都道府県 人的被害 住家被害

福岡県 軽傷１人 －

佐賀県 軽傷１人 －

熊本県 軽傷２人 －

宮崎県 軽傷２４人 一部破損４０棟

鹿児島県 行方不明者１人（関連調査中）、重傷３人、軽傷１２人 一部破損２６棟



◆政府の対応等

【政府の対応】
・８月28日 特定災害対策本部を設置し、令和６年台風第10号特定災害対策本部会議を開催
現時点で政府から応援の要請はなし

【災害対策本部設置状況】
・愛知県 ８月27日６時48分設置
・鹿児島県 ８月27日15時00分設置
・宮崎県 ８月28日８時00分設置
・三重県 ８月29日９時29分設置
・広島県 ８月29日10時30分設置
・福岡県 ８月29日11時00分設置
・岐阜県 ８月29日12時30分設置
・大分県 ８月29日13時30分設置

【全国知事会の対応】
・８月29日 事務総長を本部長とする「連絡本部」設置（27日15時設置の情報連絡室を格上げ）
現時点で広域的な応援の要請はなし
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３都の準備状況



◆都の準備状況 各局一覧

○総務局総合防災部：情報連絡態勢を構築し、気象庁との連携強化、庁内各局との連絡体制確認

局名 対応内容

政策企画局
・HPやSNS等を活用し、都民や外国人観光客への注意喚起をわかりやすく発信
・YouTube、東京動画による本会議等のライブ配信
・各局と連携し、在京大使館等への情報発信（英語）を準備

総務局

・情報連絡態勢を構築
・各局と連携し、都民や外国人観光客への情報発信（多言語）を準備
・総合防災訓練については中止
・自治体に対し、崖地及びハザードマップなど、危険地域への注意喚起

財務局 ・必要に応じて都庁展望室を閉室するなど、所管財産・施設等における対応を準備

デジタルサービス局
・島しょの通信環境に関する関係機関との連絡調整
・TAIMSネットワークに関する連絡体制の確認

主税局
・局内の連絡体制の確保
・来所者向けの案内をSNSに投稿

生活文化スポーツ局 ・都立施設の緊急時の対応及び連絡体制を確認

都市整備局

・情報連絡態勢を構築
・各鉄道事業者に対し、浸水対策をはじめとする安全対策について改めて依頼
・屋外広告物関連業界団体に対して、飛散・落下等事故防止に向けた取組を依頼
・看板・屋外広告物の飛散・落下等事故防止の取組について、東京防災Xに投稿

令和６年台風第10号に係る危機管理対策会議



◆都の準備状況 各局一覧

局名 対応内容

環境局
・自然公園施設・保全地域や埋立処分場の運営における安全対策及び連絡態勢の確認
・高圧ガス・化学物質等の危険物等の安全対策や連絡態勢の確認

福祉局
・都内の社会福祉施設等へ災害警戒に関する注意喚起を実施
・被害等があった場合を想定した連絡体制の確認

保健医療局
・保健所等情報連絡態勢を確認
・都立病院における有事の態勢を確認

産業労働局
・都立施設の緊急時の対応や連絡体制を確認
・自動販売機の転倒防止対策を関連団体に要請
・必要に応じて都庁舎におけるプロジェクションマッピングの上映中止

建設局
・速やかに水防体制が確立できるよう事前に情報連絡態勢を構築
・冠水等の恐れがある都道の巡回を強化
・冠水の恐れのあるアンダーパスを含む都道の事前清掃等を実施

港湾局
・高潮発生に備え、AIによる潮位予測を注視・態勢構築を準備
・港湾施設・公園等の事前の台風対策の実施
・関係事業者等への注意喚起

交通局
・気象情報等の随時収集するとともに、運行情報をHP等で発信予定
・駅や事業所等における監視体制の強化
・備品の点検確認
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◆都の準備状況 各局一覧

都の今後の対応

局名 対応内容

水道局 ・局内連絡体制や施設の点検体制等について確認

下水道局

・災害対策本部設置（8月22日より継続）し、情報連絡態勢を構築
・施設の点検、燃料等の確保、工事施工現場の点検、強風対策を実施
・高潮防潮扉・樋門の開閉に係る態勢の構築を準備
・21日の豪雨により飛散等が生じたマンホール蓋について、圧力解放型に交換済又は手配中

教育庁 ・都立学校に対し台風情報を周知し、注意喚起

収用委員会事務局 ・緊急時に備え連絡が取れる態勢を構築

警視庁 ・災害警備連絡室を設置し、情報収集等実施中

東京消防庁
・作戦室での情報収集体制を強化し、水防非常配備態勢発令に向け準備
・緊急消防援助隊の出動要請に備えた部隊の派遣体制の確保
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・台風第10号の進路及び気象情報を注視し、必要に応じ態勢を強化
・広域で甚大な被害が発生し、全国的な応援が必要な場合は、支援調整所を設置し、
庁内連携のうえ、速やかに応援要員を派遣

・週末を控え、都民に対し安全確保に関し注意喚起



４知事指示



○台風第10号及び気象に関する情報を収集

○被害の発生に備え、万全の体制を構築

○都民に対する適時・適切な情報発信
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（参考）ハザードマップ
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